
【奈良県】 【奈良労働局・ハローワーク】

児童扶養手当受給者の方への支援を強化するため、県の自立支援プログラム

策定員が各ハローワークへ出向き、ワンストップサービスを実施
【課題･目的】

【実施概要】

【役割分担】

【効果】

奈良県の自立支援プログラム策定員が県内の全ハローワークへ出張し、ハローワーク
に来所した児童扶養手当受給者に支援内容の説明からプログラムの策定等まで行い、
県とハローワークが連携してワンストップの一体的な就労支援を行う。

ハローワークに来所した児童扶養手当受給者に、奈良県とハローワークが一体的な支援
をワンストップで行うことによって、きめ細かな支援をすることが可能となっています。
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国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

＜奈良県コメント＞
利用される方の利便性が向上し、プロ

グラム策定件数も増加しました。さらに、
関係機関と連携し、ひとり親家庭をバッ
クアップしていきます。

＜労働局コメント＞
奈良県との連携強化により、児童扶養

手当受給者の方を応援する仕組みを作り、
これまで以上のサービスを提供しています。

≪照会先≫ 奈良労働局職業安定部職業安定課 （ＴＥＬ：0742-32-0208） http://nara-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

写 真

【労働局・ハローワーク】
相談窓口にて、児童扶養手当受給求職
者に対し担当者制による支援及び自立支
援プログラムについて説明。本人の希望
により、奈良県へプログラム策定の依頼
をし、日程調整と相談場所を提供。

【奈良県】
ハローワークからの依頼によりプログラム

の詳細説明からプログラムの策定まで行う。
その後、求職者・プログラム策定員・ハロー
ワーク支援ナビの三者でケース会議を行って、
一体的チーム支援を実施。


